
 皮膚科ローテーション研修目標    
 
皮膚科特有の疾患および全身疾患の皮膚症状の鑑別診断をおこない的確な薬物、非薬物治療ができる能力を身

につける  
 
 経験すべき病態・疾患・検査・治療 
  
１、的確な鑑別診断をおこなうために皮膚の構造と機能について説明できる 
 
２、鑑別診断をおこなうために検査を指示し実施できる 
①一般検査法をおこなえる 
②皮膚科検査法（皮膚生検術を含む）をおこなえる 
 
３、病態・疾患を経験し鑑別診断ができるようにするために 
１）湿疹・皮膚炎群を診察できる （B） 
２）蕁麻疹・痒疹・皮膚そう痒症を診察できる (B) 
３）紅斑症を診察できる 
４）紫斑病を診察できる 
５）血管炎を診察できる 
６）血行障害を診察できる 
７）壊疽を診察できる 
８）物理的および化学的障害を診察できる 
９）中毒疹・薬疹を診察できる 
１０）水症および膿疱症を診察できる 
１１）紅皮症を診察できる 
１２）角化症を診察できる 
１３）炎症性角化症を診察できる 
１４）膠原病および類縁疾患を診察できる 
１５）代謝異常による皮膚症状を診察できる 
１６）皮膚形成異常と萎縮症を診察できる 
１７）肉芽腫症を診察できる 
１８）色素異常症を診察できる 
１９）母斑を診察できる 
２０）母斑症を診察できる 
２１）皮膚腫瘍を診察できる 
２２）発汗異常を診察できる 
２３）毛包脂腺系疾患を診察できる 
２４）毛髪疾患を診察できる 
２５）爪甲疾患を診察できる 
２６）細菌性疾患を診察できる (B) 
２７）ウイルス感染症を診察できる (B) 
２８）真菌症を診察できる (B) 



２９）原虫・動物性皮膚疾患を診察できる 
３０）性病を診察できる 
 
４、診断確定後に皮膚科的な治療をおこなうことができるために 
①全身療法を説明し実施できる 
②局所療法：外用療法、光線療法について説明し実施できる 
③皮膚外科の適応につき説明し実施できる  
  
 心臓血管外科ローテーション研修目標 
 
心疾患、大動脈、末梢動静脈の外科的治療法を必要とする疾患を鑑別診断し、速やかに手術適応を決定し実施

する能力を身につける 
 
 経験すべき病態・疾患・検査・治療  
 
１、疾患を鑑別診断し速やかな治療法を理解するために 
①解剖（胸郭・心臓大血管・縦隔）について説明できる 
②心臓の生理について説明できる 
 
２、病態・疾患を経験し速やかに心臓外科的治療を実施できるために 
①狭心症・心筋梗塞の診断ができる 
②弁膜症（僧帽弁、大動脈弁）の診断ができる 
③動脈疾患（真性動脈瘤、解離性動脈瘤）の診断ができる 
④末梢動脈疾患（閉塞性動脈硬化症）静脈疾患（静脈瘤、深部静脈血栓）の診断ができる 
 
３、診断確定後に手術治療の実施に参加できるために 
①手術適応の検討と手術術式の決定に参加できる 
②術前合併症の検索と対策がたてられる 
③体外循環の生理について述べ手術の実施に参加できる 
■体外循環の実際：大動脈送血、上下大静脈脱血、人工心肺回路の構成、心筋保護液注入による心停止 
④術後管理について述べ実施に参加できる 
■循環呼吸管理 
A)動脈圧・スワンガンツカテーテルによる肺動脈圧・肺動脈楔入圧・右房圧・心拍出量を測定できる 
B)心電図モニターの判読ができる 
C)SvO2測定と判読ができる 
D)尿量測定と判断ができる 
E)人工呼吸器設定と気道内圧について判断ができる 
F)血液ガスの測定と判断ができる、 
G)レントゲン所見の読影ができる 
H) ドレーンの管理ができる 
胸腔・縦隔内ドレーンの管理：低圧持続吸引による出血量のチェックができ・ミルキングの意義と方法をせつ

めいできる 



I) 体液の管理ができる 
輸液と利尿の関係とサードズベースへの体液の移動と血管内へ戻るタイミングがわかる 
Ｊ）循環作動薬の作用機序と使用法を説明し実施できる 
カテコールアミン（ドーパミン・ドブタミン・ノルアドレナリン）、PDE阻害剤、血管拡張剤（ジルチアゼム・
シグマート・ニトログリセリン・ISDN） 
K)抗不整脈薬の使用法を説明し実施できる 
L)清潔手術・不潔手術について説明しと抗生物質の使用が実施できる 
M)術後合併症に対する処置に参加できる 
⑤救急処置の必要性を判断し実施に参加できる 
A) 中心静脈ラインの挿入ができる 
B) 胸腔ドレーンの挿入・胸腔穿刺に参加できる 
C)電気的除細動が実施できる  
 
  
 


